
【第 9回アフリカ開発会議テーマ別イベント】 

TICAD9 模擬アフリカ連合会議開催レポート 

TICAD9公式テーマ別イベントの一環として、「模擬アフリカ連合会議（模擬 AU）」が第二

回模擬 AU実行委員会と JICA、UNDP、上智大学との共催で開催されました。この模擬 AU

は、「Inayojumuisha：若者の共創がアフリカの未来を形作る」をテーマに、アフリカ出身

学生および日本人学生等約 160名が参加した他、50名超の観客も動員し、アフリカ各国の

代表としての立場から政策議論を行いました。 

 開会挨拶では、国連開発計画（UNDP）ナイジェリア事務所長エルシー・G・アタフア氏が

登壇し、アフリカと日本の若者が共に未来を築く存在であると強調した他、JICAの安藤理

事は、今この瞬間にも変化を生み出す「チェンジメーカー」としての若者の役割を高く評価

しました。また、会議のマージンで参加したハオリャン・シュウ（徐浩良）UNDP副総裁兼

総裁代行は、自身のこれまでの歩みや経験を共有しつつ、若者たちの行動力を称えました。 

模擬 AUでは、アフリカ諸国を代表する学生たちが、教育、経済、政治、ジェンダー、イノ

ベーションなどの多様なテーマについて熱心に議論を行いました。多くの国々がアフリカの

長期戦略である「アジェンダ 2063」をもとに、若者を未来の担い手としてではなく「今を

変える力」として位置づけ、経済、教育、政治の分野において、若者の主導的役割がアフリ

カの自立的・持続的な発展の鍵であるという共通認識が醸成されました。 

 模擬 AUの締めくくりとして、英利アルフィヤ外務大臣政務官は、参加者を「将来の大

臣・リーダー」として迎え、今回の模擬アフリカ連合会議が、若者にとって自信を育む機

会・日アフリカ関係の強化に繋がったことを称えました。ユネスコチェアホルダー・上智大

学長の杉村美紀教授は、本会議が国際問題に多角的な視点から取り組むための貴重な場であ

ったことが強調された他、アフリカ連合政治・平和安全保障(PAPS)のバンコレ・アデオエ大

使は、若者の持つ力とその存在の重要性を強調し、全会一致の決議に感動したと述べまし

た。 

 

■本イベントの主な登壇者 

【歓迎挨拶】 

・エルシー・G・アタフア 国連開発計画（UNDP）ナイジェリア事務所長 

・安藤直樹 国際協力機構（JICA）理事 

【挨拶】 

・ハオリャン・シュウ（徐浩良）UNDP副総裁兼総裁代行 

【閉会挨拶】 

・英利アルフィヤ 外務大臣政務官 

・杉村 美紀 上智大学長 

・バンコレ・アデオエ アフリカ連合政治・平和安全保障(PAPS)大使 
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●関連リンク（過去の関連イベントなど） 

上智大学『日本初の「模擬アフリカ連合会議」を開催しました』2024/10/7 

https://www.sophia.ac.jp/jpn/article/news/topics/241007_modelau/ 

 

JICA「日本初となる模擬 AUの総会が行われました」2024/10/28 

https://www.jica.go.jp/information/seminar/2024/20241028.html 

 

https://www.sophia.ac.jp/jpn/article/news/topics/241007_modelau/
https://www.jica.go.jp/information/seminar/2024/20241028.html

